
株式会社未来工房×球磨プレカット株式会社×九州横井林業株式会社×熊本県

株式会社未来工房、球磨プレカット株式会社及び九州横井林業株式会社は、 自社の販売・整備する住宅につ

いて、構造や内外装材に大径材を含む県産木材を積極的に活用するとともに、県産木材の安定供給体制の構
築や循環型林業経営の確立に取り組むことで、「2050年熊本県内CO2排出量実質ゼロ」の実現や、持続可能な
林業の実現に貢献していくことを目的とし、熊本県と協定を締結しました。

大径材利用による県産木材利用推進協定 

協定締結日：令和８年２月１６日
有効期間：協定締結日から令和11年３月末まで
対象区域：熊本県及び近隣県

➢ 株式会社未来工房の木材利用の促進に関する構想
自社の販売・整備する住宅について、構造や内外装材に大径材を含む県産木材を積極的に活用するとともに、木材利

用を通じた森林保全、環境教育に取り組むことで、「2050年熊本県内CO2排出量実質ゼロ」の実現や、持続可能な林業
の実現に貢献していく。

➢ 株式会社未来工房の構想の達成に向けた取組の内容
・(株)未来工房による家づくり、球磨プレカット(株)による木材加工、九州横井林業(株)による素材生産・製材の３者によ
る県産木材のサプライチェーンを構築することで、新築住宅の施工において大径材を用いた構造材の利用を促進し、令和7
年度から令和11年度までに、熊本県内における令和7年度実績比で100㎥増の県産木材利用を目指す。

・施工した住宅について、県産木材の使用量やCO2貯蔵量を明示する。また、自社による植栽等の森林整備活動や、木材の良
さや森林保全の大切さをテーマとした木育活動を行うことで、木材利用の意義や効果の普及啓発を行う。

➢ 球磨プレカット株式会社の木材利用の促進に関する構想
(株)未来工房による県産木材利用を推進するため、県産木材の安定供給体制の構築に向けた取組を行うことにより、

「2050年熊本県内CO2排出量実質ゼロ」の実現や、持続可能な林業の実現に貢献していく。

➢ 球磨プレカット株式会社の構想の達成に向けた取組の内容
・大径材を用いた構造材をはじめとした製材を、求められる品質で高次加工の製材をもって安定供給を行う。
・製材の調達において、県産木材により製造された製品を活用することにより、県産木材の利用拡大に努める。
・合法伐採木材の普及促進、木材の合法性証明のための取組を推進する。

➢ 九州横井林業株式会社の木材利用の促進に関する構想

(株)未来工房による県産木材利用を推進するため、県産木材の安定供給体制の構築や循環型森林経営の確立に向け

た取組を行うことにより、森林資源の循環利用の定着に寄与し、「2050年熊本県内CO2排出量実質ゼロ」の実現や山村
の活性化等に貢献する。

➢ 九州横井林業株式会社の構想の達成に向けた取組の内容
・熱処理装置により大径木の確実な乾燥を実施したうえで製材を行い、大径材を求められる品質や量にて安定供給を行う。
・林地保全に配慮した施業と伐採後の再造林を推進し、循環型の森林経営に取り組む。
・合法伐採木材の普及促進、木材の合法性証明のための取組を推進する。

➢ 構想の達成のための熊本県による支援
・技術的助言や活用可能な補助事業等の情報提供。
・木材利用に関する意見交換や相談窓口・専門家の紹介。
・本取組を積極的に広報。
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